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発表演題名 鶏肉から高率に分離される多剤耐性大腸菌および食中毒菌について 

発表場所 FBCラジオキャンパス 
発表者名 石畝 史（保健衛生部） 

発表日 平成２１年８月１日（土）、２日（日） 

発表内容  市販食肉における多剤耐性大腸菌、サルモネラおよびカンピロバクター

の汚染実態調査結果、および食中毒予防の注意点について発表した。上記

の 3種類の細菌に対して、牛肉、豚肉および鶏肉の中で鶏肉の汚染率が高
いことが明らかとなった。大腸菌では検査した 12 剤のうち７剤以上に耐
性を示した「多剤耐性菌」の検出率は 69％であった。サルモネラは約 65％
の検体から検出され、4剤以上の「多剤耐性菌」は 66％を占めた。カンピ
ロバクターは約 30％の検体から検出された。 
 食中毒予防は、従来から言われている食中毒予防の三原則「①付けない

（清潔にして食中毒菌やウイルスを付けない）、②増やさない、③やっつけ

る（加熱により食中毒菌やウイルスを殺すこと）を守ることが大切である。 
   
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


